
大　　　　　　　 　学�

専　　　攻　　　科 �

             博士後期課程�

             博士前期課程�

短　　　　    　　　大�

合　　　　　　　 　計�

応募人数�採用人数�（延べ数）�

■平成18年度新規採用状況� 平成18年9月11日現在�
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5�
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49�
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�

大学院�

第一種（無利子）� 第二種　�
（有利子　年利3.0％以内）�

3､5､8､10万円から選択�

3､5､8､10万円から選択�
�

5､8､10､13万円から選択�
 �

3､5､8､10万円から選択�

自　宅� 自宅外�

■貸与月額（平成18年度採用者実績）�
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             博士後期課程�

             博士前期課程�
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大学院�

■「日本学生支援機構奨学生」採用状況�

■平成18年度   下半期学年暦�

　日本学生支援機構奨学金は国の育英事業で、本学で推薦している奨
学金制度の中で最も採用数の多い奨学金です。現在、大学、大学院、短
期大学部合わせて約2,200名（全学生の約3分の1）がこの奨学金制度
を利用しています。今年度も４月に全学生を対象に募集を行い、奨学生が
決定しました。（詳細は下記の表のとおり）�
　今後、家庭状況の急変、被災などの理由で急きょ奨学金が必要となっ
た場合は、早めに各キャンパスの奨学金担当（東京・世田谷キャンパス：
学生生活課、横浜・健志台キャンパス：教学課）までご相談ください。�
�

■春のオープンキャンパス日程    �
    �

平成19年3月25日（日）　10：30～14：30（受付10：00～）【予定】    �
東京・世田谷キャンパスにて開催   �
お問い合わせ先／入試課　TEL03-5706-0910 

■平成１９年度入学試験日程�
    �
◎平成19年度入学試験は東京・世田谷キャンパスで実施いたします。 �

＊各入試とも詳細については、必ず『平成１９年度学生募集要項』にて確認してください。    �
�

スポーツ
文化創造

の�

フィール
ドを体感

しよう！！
 

   �

�

キャリア教育支援課� 応援セレモニー� 個別相談コーナー�

在学生と話そう�

2006夏開催�
オープンキャンパス風景�

授業体験�

推薦入試Ⅰ期 11/1～11/8  11/26（二次選考） 11/30�
推薦入試Ⅱ期 11/30～12/4  12/10（二次選考） 12/12�
一般入試 12/18～1/15  2/2・3、2/4・5  2/10�
帰国子女特別選抜 11/1～11/8  11/26（二次選考） 11/30�
研究生・科目等履修生・聴講生 3/8・9  3/15  3/17�
編入学 12/18～1/10 2/1  2/10�
博士前期課程Ⅰ期 10/5～10/13  10/28・29  10/30�
博士前期課程Ⅱ期 2/6～2/13 2/24・25  2/26�
博士後期課程 1/9～1/12  2/15  2/16�
研究生・科目等履修生 3/1～3/6  3/15  3/17�
　　　　専攻科 3/1～3/8 3/15  3/17�
推薦入試 11/1～11/8  11/26（二次選考） 11/30�
一般入試 12/18～1/15  2/1  2/10�
帰国子女特別選抜 11/1～11/8  11/26（二次選考） 11/30�
科目等履修生・聴講生 3/8・9  3/15  3/17

募集区分 　　　　　願書受付 　　試験日　       合否（合格）発表�

大
学�

大
学
院�

短
大�

  �
2（月）   後学期授業開始（大学・短大体育科）�
2（月）～13（金）  ホームルーム・成績ガイダンス（大学・短大体育科）�
  �
2（木）　 フェスティバル準備日�
3（金）～5（日） 日体フェスティバル�
6（月） 休業日　（11/5の振替・大学・短大体育科）�
25（土） 入学試験準備（関係者以外学内立入禁止）�
26（日） 平成19年度推薦入学試験（二次選考）�
  �
23（土）～27（水） 大学　スキー理論・実習 （社会体育学科2年）�
27（水）～31（日）  大学    スキー指導実習 （体育・健康・武道学科2年） 　�
 　　　第1団（ニセコ）�
 短大　スキー実習 （1年）�
25（月）   12月授業終了�
26（火）～ 冬季休業 ［1/8（月）まで］�
  �
9（火）   1月授業開始�
15（月）～ 短大　教育実習１（幼児教育保育科1年）［2/2（金）まで］�
16（火）～20（土）  後学期定期試験期間�
20（土）   後学期授業終了（大学・短大体育科）�
26（金）～30（火）   後学期定期試験期間（短大幼児教育保育科）�
30（火）   後学期授業終了（短大幼児教育保育科）�
31（水）   入学試験準備　（関係者以外学内立入禁止）�
  �
1（木）～5（月）  平成19年度一般入学試験�
12（月）～21（水） 伝統文化交流実習、外国語実践実習 （武道学科3年）�
13（火）～22（木）  大学　スキー指導実習 （体育・健康・武道学科2年） 　�
 　　　第2･3団（志賀）�
 短大　スキー実習 （1年）�
11（日）～21（水） 大学　スケート指導実習 （体育・健康・武道学科3年）�
 短大　スケート実習（2年）�
22（木）～26（月）   大学　スケート理論･実習 （社会体育学科3年）�
11（日）～26（月）   短大　スポーツ現場実習 （体育科1年）�
24（土）   介護等体験事前指導講習会　�
  　　　　　　 （体育・武道学科2年　　健康・社会体育学科１年 ）�
27（火）～3/3（土） ホームルーム期間  （成績ガイダンス含む） （全学年）�
 在学生履修申告手続き期間　（大学1～3年・短大1年）�
   �
10（土）   卒業式�
11（日）～ 春季休業�

平成19年�
（2007）�

10

11

12

1

2

3

月� 日（曜日）� 行　　事�

■図書館は夜10時まで開館しています！�

　本学図書館は、東京・世田谷、横浜・健志台の両キャンパス
ともに昨年度４月より開館時間の大幅な拡大に踏み切りました。
授業終了後はもちろん、クラブ活動後も図書館を利用できるよ
うにという趣旨で、改善をはかったものです。この間、着実に利
用者数も増加しています。�
　また、卒業生の利用の機会も増え、近隣の地域住民の方を
はじめとする一般開放・社会貢献にもつながっていくものと思
われます。学生のみなさん、秋の夜長の静かな図書館に、ぜひ
足を運んでみてください。�
開館時間：月～金　8：45～22：00、土10：15～19：00、�
日・祝は休館�
�

入試課�入試課�

学生生活課�

図書館課�

学務課�

※2種類の奨学金を同時に貸与さ
　れる学生がいるため応募数より
　採用数（延べ数）が多くなってい
　ます。�

2006.Autumn

学報� 13

13

田熊紘子（体育学科・4年）�
2006世界学生アーチェリー選手権優勝�
�
撮影：横浜・健志台キャンパス アーチェリー場�

CONTENTS

特集■東京世田谷キャンパス�
再開発計画－1��
～｢体育･スポーツの総合大学｣にふさわしい�
都市型・高度情報型キャンパスに整備～�
副学長メッセージ／計画概要／�

新キャンパスの配置図･イメージ図／建替え工程表��

INTERVIEW●アスリートたち－7

Active People●社会の第一線で活躍するOB･OG－9

Column●スペシャリストに学ぶ！　健康＆スポーツ－11

大学院の紹介●3学系の最新ニュース＆リポート－13

研究最前線●体育研究所におけるプロジェクト研究－15

NEWS●06年度上半期ニュース－17

クラブ情報●06年度上半期クラブの主な大会成績－18

INFORMATION●dot.NITTAIDAI－19
 �

13

19

［編集後記］●お気付きでしょうか？今号から本誌の“表紙タイトル”を変更しました。大学改革が進むなか、気持ちを新たに『学報NITTAIDAI』としてスタートを切ります。そして、誌面も変わ
り、“健康＆スポーツ”と“研究最前線”のリポートをシリーズ連載ものとして、新たに立ち上げました。本学の調査・研究成果を広く社会へ発信していきたいと思います。
●お待たせしました！東京世田谷キャンパス再開発計画の内容を特集しました。再開発のコンセプトや計画概要をご理解いただければと思います。新しい情報が入り次第、追って報告します。
●今号の取材に際し、インタビューや撮影にご快諾いただきました多くの方々に対し、この誌面をお借りして、広報委員一同、深く御礼申し上げます。
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東京世田谷キャンパス再開発計画�特集�東京世田谷キャンパス再開発計画�特集�

「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
総
合
大
学
」に
ふ
さ
わ
し
い�

 

都
市
型
・
高
度
情
報
型
キ
ャ
ン
パ
ス
に
整
備�

    

〜
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
、ア
ス
リ
ー
ト
養
成
の
情
報
発
信
基
地
と
し
て
〜�

�

百
十
余
年
の
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
本
学
は
、こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
の
校
地
移
転
を
経
て
、�

１
９
３
７
年（
昭
和
12
）、こ
の
世
田
谷
区
深
沢
の
地
に
し
っ
か
り
と
根
を
下
ろ
し
た
。以
来
69
年
に
亘
り
、�

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
メ
ッ
カ
と
し
て
位
置
づ
き
、そ
の
栄
光
の
時
間
を
刻
ん
で
き
た
。�

そ
し
て
、今
年
、東
京
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
再
開
発
計
画
が
策
定
さ
れ
、そ
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。�

そ
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、科
学
的
研
究
に
裏
打
ち
さ
れ
た
競
技
力
向
上
を
図
り
つ
つ
、ス
ポ
ー
ツ
を
文
化
と
し
て
幅
広
く
捉
え
た�

『
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
総
合
大
学
』
を
構
築
す
る
基
盤
と
な
る
、都
市
型
・
高
度
情
報
型
キ
ャ
ン
パ
ス
を
整
備
す
る
こ
と
に
あ
る
。�

新
時
代
の
日
体
大
を
創
る
「
東
京
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
再
開
発
計
画
」
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
特
集
し
た
。�

�

特集�東
京
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
再
開
発
計
画�

2�
0�
0�
7
年
2
月
に
着
工
開
始�

�

　
本
年
6
月
、懸
案
だ
っ
た
「
東
京
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
再
開
発
計
画
」の

基
本
計
画･

基
本
設
計
が
策
定
さ
れ
、い
よ
い
よ
始
動
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。こ
れ
は
、本
学
が
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
総
合
大
学
」
と
し
て
の
使

命
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に
、21
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
科

学
、ア
ス
リ
ー
ト
養
成
の
情
報
発
信
基
地
と
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
を
全
面
的
に

再
編
整
備
す
る
も
の
で
す
。�

　
当
初
の
基
本
計
画
で
は
、工
期
が
4
期
9
ヶ
年
計
画
の
予
定
で
し
た

が
、在
学
生
に
少
し
で
も
新
施
設
を
使
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、3
期
5

ヶ
年
半
に
短
縮
し
ま
し
た
。
既
存
の
建
物
を
3
期
に
分
け
て
順
次
、新
し

く
建
て
替
え
て
い
き
ま
す
。
第
1
期
工
事
は
２
０
０
７
年
２
月
に
着
工
し
、

２
０
０
８
年
８
月
末
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。
最
終
の
第
3
期
工
事
の
完

了
は
２
０
１
１
年
11
月
を
予
定
し
て
い
ま
す（
詳
細
は
Ｐ
3
の
建
替
え
工

程
表
参
照
）。�

�

質
の
高
い
学
生
サ
ー
ビ
ス
を
め
ざ
す�

�

　
基
本
計
画
の
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
は
、快
適
で
充
実
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

を
学
生
諸
君
に
送
っ
て
も
ら
う
た
め
の
環
境
づ
く
り
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、利
便
性
が
高
ま
る
よ
う
に
学
生
の
動
線
を
重
視
し
た
配
置
計
画

に
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、大
学
の
生
命
線
と
な
る
教
育
研
究
棟
で
は
、使

用
頻
度
の
高
い
教
室
・
演
習
室
は
移
動
し
や
す
い
よ
う
に
2
階･

3
階
に

配
置
し
、さ
ら
に
学
生
生
活
に
お
い
て
大
事
な
学
務
系
や
キ
ャ
リ
ア
支
援

な
ど
の
事
務
室
は
、よ
り
利
用
し
や
す
い
低
層
部
1
階
に
配
置
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、学
生
た
ち
の
触
れ
合
い
の
場
と
も
な
る
「
キ
ャ
ン
パ
ス
ガ

レ
リ
ア（
回
廊
）」
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
沿
っ
て
設
定
し
、教
育
研
究
棟
と
体
育

館
を
結
び
ま
す
。
食
堂
は
、栄
養
学
や
食
育
の
実
践
の
場
と
な
る
べ
く
計

画
を
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
昼
食
時
の
混
雑
を
解
消
し
、ゆ
っ
く
り
と
食

事
が
出
来
る
座
席
数
の
確
保
も
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
図
書
館
は
約
40
万
冊

収
蔵
で
き
る
ほ
ど
ス
ペ
ー
ス
が
増
え
、閲
覧
室
も
座
席
数
が
増
え
ま
す
。

ま
た
、ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
欠
か
せ
な
い
ロ
ッ
カ
ー
・
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
も
増
え
、

今
ま
で
以
上
に
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。�

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
使
用
可
能
な
施
設�

�

　
限
ら
れ
た
敷
地
の
中
で
、施
設
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、可
動
式
の
施
設
空
間
を
活
か
し
て
教
室
・
体
育
館
を

多
機
能
・
多
目
的
に
使
用
し
ま
す
。２
０
０
人
収
容
の
大
教
室
は
目
的
に

応
じ
て
中･

小
教
室
に
す
る
こ
と
が
で
き
、授
業
終
了
後
は
ス
ポ
ー
ツ
施
設

に
も
な
り
ま
す
。
国
際
試
合
も
可
能
な
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
も
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
コ
ー
ト
が
4
面
確
保
で
き
る
大
体
育
館
に
転
換
で
き
ま
す
。�

　
雨
天
の
際
は
中
体
育
館
や
小
体
育
館
を
利
用
し
て
複
数
の
練
習
場
を

確
保
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。さ
ら
に
、中
央
測
定
室
の
設
置
も
従
来

に
な
い
画
期
的
な
施
設
で
す
。
各
学
生
の
基
礎
体
力
の
測
定
値
を
一
元
的

に
管
理
し
、学
生
の
体
力
向
上
・
競
技
力
向
上
に
役
立
て
よ
う
と
す
る
試

み
で
、全
国
の
大
学
で
も
先
鞭
を
つ
け
る
も
の
で
す
。�

　
東
京
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
は
閑
静
な
住
宅
街
に
位
置
す
る
た
め
、再
開

発
に
あ
た
っ
て
は
周
辺
環
境
と
調
和
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
が
要
請
さ
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
、圧
迫
感
を
軽
減
す
る
高
層
部
の
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
や
地
域

の
景
観
づ
く
り
に
貢
献
す
る
公
開
緑
地
の
整
備
な
ど
、周
辺
環
境
に
配

慮
し
て
い
ま
す
。�

�

本
学
の
歴
史
と
伝
統
を
も
と
に�

�

　
荏
原
郡
大
井
村
か
ら
こ
の
深
沢
の
地
に
移
転
し
て
69
年
、多
く
の
ト
ッ

プ
ア
ス
リ
ー
ト
や
体
育
指
導
者
を
輩
出
す
る
な
ど
、体
育
大
学
と
し
て
の

歴
史
と
伝
統
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
そ
の
使
命
を
果
た
せ
る
よ

う
、過
去
に
例
の
な
い
満
足
の
ゆ
く
施
設
を
つ
く
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
計
画
が
完
成
し
た
暁
に
は
、世
界
水
準
の
施
設
を
有
す
る
、社

会
に
開
か
れ
た
都
市
型
・
高
度
情
報
型
の
素
晴
ら
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
に
生
ま

れ
変
わ
り
ま
す
。�

　
ま
た
、こ
う
し
た
ハ
ー
ド
面
の
施
設
整
備
に
加
え
、大
学
改
革
構
想
案

の
実
現
に
向
け
て
、第
1
期
工
事
完
成
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ
せ
、検
討

を
重
ね
て
い
ま
す
。�

　
第
1
期
工
事
が
完
成
す
る
ま
で
は
学
生
諸
君
に
多
大
な
迷
惑
と
不
便

を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、新
し
い
日
体
大
を
創
る
た
め
に
、暫

く
の
間
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。�

�

副学長�

落合　卓四郎�

快適で充実したキャンパスライフを�
学生諸君に提供するとともに、�
歴史と伝統を継承しつつ�
最先端の施設づくりをめざします。�
�

おち　あい　　　　たく　し　ろう�

【正面玄関（生活道路・駒沢通りより望む）イメージ図】�
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【キャンパス配置予定図】�
�各施設・建物等の名称については仮称です。�
※平成18年10月23日現在の設計計画に基づき図面等を作成しています。�
　今後、変更が生じる場合があります。�

【断面図】�
�

低層部の屋上にて積極的な屋上緑化を行い、
環境に寄与します。�

施設整備に伴い、呑川沿いの緑地（樹木等）
は原則保存とすることとし、新たに加えて緑
化を行います。現況ブロック塀のみ撤去し、
見通しが良く、緑あふれ、呑川沿いに光が射
し込む明るい環境づくりに努めます。�

建物ボリュームを小さく分節化することにより、
周辺の街並みに合わせヒューマンスケール
に配慮した外観デザインとします。�

敷地西側に面する部分には十分な環境空地
を確保するとともに、並木を形成して�
周辺環境の向上ならびに騒音の軽減や相互
のプライバシー確保等に配慮します。�

生活道路に面する高層部の窓は必要最小限
にとどめ、近隣へのプライバシー侵害を防止
します。また、必要な窓ガラスは半透明にす
る等の工夫をします。�

敷地内にバス停を設けて、周辺住民の待合
いスペースを十分に確保し、地域活動に貢献
します。�

前面広場からグラウンドへ見通しがきくよう
に「抜け」を確保することで広がりのある豊
かな外部環境を提供します。�

交差点付近に大きな広場状空地を設けて施
設のエントランスコートとするとともに、周
辺住民の憩いの場所をつくります。�

現状の地域ゴミ集積所を再整備し、より一層
の地域美化に貢献します。�

新設出入口（門扉）を設置し、呑川面からの
アプローチルートを確保します。（避難ルー
トにも利用）スロープを設ける等、バリアフリ
ーに配慮します。�

グラウンドよりの防球対策のため、防球フェ
ンスを呑川沿いに一律整備し、通行者への安
全性の確保に努めます。�

駐車場は地上部に約50台、建物地下部に約
10台を計画します。駐輪場は雑然とならな
いように駐輪ラック方式を採用し、約360台
を確保します。�

避難場所として積極的な防災
対策を行います。貯水槽、マン
ホールトイレ等を適宜配置しま
す。�

太陽光発電装置を設置し、自然エネルギーの
有効活用を行います。また、中水処理を計画し
て積極的な雨水利用を行います。�

地球環境に配慮�

地域貢献�

緑化計画�

周辺環境との調和�

安全性�

防災計画�

C - C' 教育研究棟�

D - D' 教育研究棟�

A - A' 体育館�

B - B' 体育館�

～世界水準の施設／高度情報化キャンパス／出会いと交流の魅力あるキャンパス／社会に開かれたキャンパス／周辺環境と調和したキャンパス～�

【グラウンド側（呑川より望む）イメージ図】�
�

［建替え工程表］�

第一期工事�
［Aブロック建設］� 2007年2月着工～2008年8月完成（19ヶ月）�

3･4･11･13号館を解体。�
2号館跡地および3･4号館跡地に教育研究棟のAブロックを建設。�
�

第二期工事�
［B･Cブロック建設］�2008年12月着工～2010年5月完成（18ヶ月）�

1.12号館を解体、教育研究棟のBブロックを建設。�
6･7･8号館を解体、実技ゾーンのCブロックを建設。�
�

第三期工事�
［Dブロック建設］�

2010年9月着工～2011年11月完成（15ヶ月）� 5･9･10号館を解体、実技ゾーンを充実させるDブロックを建設、�
スーパーアリーナの完成。グラウンドを整備。�

   スポーツ 文化創造の�
フィールドにふさわしい世界水準の施設づくりを目指す。�

�

役員室・事務管理部門･�

研究室ゾーン�
（高層部）�

教室･アメニティゾーン�
（低層部）�

事務管理部門･研究室ゾーン�
（高層部）�

事務学生部門・教室・�
図書館･アメニティゾーン�

（低層部）�

第一期�
工事�

第二期�
工事�

第二期�
工事�

第三期�
工事�

Aブロック�

Bブロック�

Dブロック�

Cブロック�実技ゾーン�
（スーパーアリーナ・�
トレーニングセンター・�
大･中体育館･プール）�

計 画 名 称 �

工 事 種 別 �

住 居 表 示 �

敷 地 面 積 �

建 築 面 積 �

延 床 面 積 �

階 数 �

グラウンドからの高さ�

軒 高 �

建 築 物 の 高 さ�

建築物の最高高さ�

構 造 種 別 �

�

日本体育大学東京世田谷キャンパス再開発�

新築�

東京都世田谷区深沢七丁目1-1�

39,894.68㎡�

約16,200.00㎡�

約60,200.00㎡�

地下3階・地上6階�

35.50m�

29.70m�

34.70m�

34.70m�

鉄骨鉄筋コンクリート造・鉄筋コンクリート造・鉄骨造�

主な計画概要�

東京世田谷キャンパス再開発計画�特集�東京世田谷キャンパス再開発計画�特集�

体育館�

教育研究棟�



キャンパスガレリアでつなぐ�
快適で充実した魅力あるステージ��

　教育研究棟であるA･Bブロックの設計は、より充実したキ

ャンパスライフを学生に送ってもらうことを最優先に計画され

ています。事務管理部門と研究室・セミナー室は4Fから上

の高層部に、使用頻度の高い教室・演習室・図書館は移動

しやすい2･3Fに設置されます。さらに、学生生活において大

事な学務系・キャリア支援などの事務室などは、より利用しや

すいように、低層部1Fのメインの場所に設置されます。さらに、

この周辺に食堂･学生ラウンジ･図書館を配置し、キャンパス

ライフを便利で豊かに過ごせる空間を実現します。�

�

国際試合も可能な�
スーパーアリーナを設置��

　体育大学にふさわしい広大かつ多機能なスーパーアリー

ナを設置。収納式の観客席も備え、国際試合も可能な大体

育館です。また、上部に周回ランニング走路も用意し、全天

候型のトレーニングにも対応します。　さらに、中･小体育館

も増設されます。従来、雨天の際の練習場の確保が課題で

したが、これにより解消できます。また、グラウンドは全面人工

芝で、直線100mトラックが設置されます。�

    ～学生に対してより快適で充  実したキャンパスライフを提供～�

活動的な教育プランの実現に向け、�
   動線を重視した多機能・多目的の都市型キャンパスに整備！�

東京世田谷キャンパス再開発計画�特集�東京世田谷キャンパス再開発計画�特集�

Aブロック�

Bブロック�

Dブロック�
Cブロック�

学業に欠かすことのできな
い図書館、ゼミ演習室を２階、
３階に配置します。図書館
は従来に比べスペースが
広くなり、閲覧室や座席数
が増えます。�

体育大学にふさわしい広大かつ多
機能なスーパーアリーナを設置。
収納式の観客席も備え、国際試合
も可能な大体育館です。また、上部
に周回ランニング走路も用意し、全
天候型のトレーニングにも対応し
ます。�

グラウンドに沿って『キャンパス
ガレリア』を設置し、教育研究
棟と実技ゾーンである体育館を
結びつけます。これは４階まで
の吹き抜けの回廊で、学生・教
職員の移動空間であると共に、
学生たちの出会いと交流の場
になります。�

役員室、研究室や事務管理部門、
会議室等は上層階に設置し、大学
の管理機能を集中化します。�

アスリートが集うトレーニング
センターを１階に設置。各種の
競技やトレーニングにフレキシ
ブルに対応可能な各種体育館
も設置します。�

学生サービスの充実をより一層図るために、学生生活において
大事な学務系・キャリア支援などの事務室を利用しやすいように、
１階に配置します。また、食堂や学生ラウンジなど、休息の場であ
るアメニティーゾーンを数多く用意します。�

クラブ・サークル活動を支えるクラブハウス、ロッカー・
シャワー室を設置。また、練習中の怪我や病気に即時に
対応できるよう、健康管理センターを配置します。�

25ｍ屋内プール、各種体育館、大講
堂、弓道場を設置。また、学生などの
基礎体力データを一元管理し、競技
力向上の役割、機能を持つ中央測定
室も設置します。�

各施設・建物等の名称については仮称です。�
※平成18年10月23日現在の設計計画に基づき図面等を作成しています。�
　今後、変更が生じる場合があります。�
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―レスリングを始めた時期とキッカケを教えてください。�

湯元●小学校3年の時からです。父がレスリングをやっていたことから、

双子の弟と一緒にジュニア・レスリングクラブに入れられたことがキッカ

ケです。スパルタ式に猛烈にやらされ、嫌で辞めたくなった時もありま

した。クラブが弟と一緒だったので、頑張れたと思います。中学からは

自主的に練習に取り組むようになり、レスリングが楽しくなりましたね。�
�

―全国高校選抜とインターハイで優勝し、いろんな大学から誘いもあ

ったと思いますが、日体大を選んだ理由は？�

湯元●ジュニアクラブの日体大OBのコーチからの勧めと、安達監督

から勧誘を受けたからです。また、小学校時代から、オリンピックへの

出場という夢がありました。それを実現するには伝統と練習環境が充

実した日体大以外にはないと思ったからです。�
�

―その練習環境の良さとは、どんなところですか？�

湯元●池松さんや松永さんなど、日体大には五輪メダリストや全日本

王者が多いので、そういう人達と一緒に練習でき、鍛えられる点です。

毎日が全日本の合宿みたいなものですよ。自分がこの4年間で成長で

きたのも、高い意識と厳しい練習環境のお陰だと思います。�
�

―昨年は、念願の世界選手権に出場しましたが、そこで得たことと今

後の課題を。�

湯元●初戦の相手は、いきなりアテネ五輪王者でした。結果は、1ポイ

ントも奪えず０－２の判定負けでしたが、互角に近い戦いをしたという

思いがあり、大きな力の差は感じなかったです。さらに自信になったの

は、敗者復活1回戦でした。対戦相手は04年欧州チャンピオンで、05

年２月にトルコで開催された、ヤシャドク国際大会で優勝した選手に攻

め続けて勝てたことです。世界トップのレベルを身をもって感じること

ができたと同時に、世界で勝つための課題として、もっとパワーをつけ

なければダメだと痛感しました。�
�

―昨年11月から主将に任命されたそうですが、主将としての思いや

苦労を聞かせてください。�

湯元●常に日体大の目標は、団体戦4冠（東日本学生リーグ戦、全日

本学生王座決定戦、全日本大学グレコローマン選手権、全日本大学

選手権）の制覇にあります。しかし、昨年はレスリング王国として無冠

という屈辱を味わいました。そのため、タイトル奪還に向けて80人を超

える部員をまとめ、正月から厳しい合宿を組んだりして頑張ってきまし

た。嬉しいことに、全員が意識を高く持ってくれ、練習をサボるような

部員は今まで一人もいませんでした。今年5月の東日本リーグ戦で2

年ぶり24度目の優勝ができたときは、ホッとしました。改めて“日体大レ

スリング部主将”の立場の重さと、部員をまとめることの苦労を実感し

ました。�
�

―湯元君にとって、レスリングの魅力はどこにありますか？�

湯元●神経を研ぎすました2分間、1対1の勝負の中で、力や技だけ

でなく、駆け引きも全部駆使して戦い、そして勝った時の醍醐味は、や

はりこの競技でしか味わえないものだと思います。�
�

―最後に、卒業後の目標や夢を聞かせてください。�

湯元●もちろん、幼少の頃からの目標であるオリンピック出場です。卒

業後もレスリングを続けて、北京五輪とロンドン五輪への出場を目指し

ます。また、共にレスリングに打ち込んできた、弟（拓大4年・55kg級）と

２人揃って出場したい、という夢もあります。�

（9月21日、横浜・健志台キャンパスにて）�

�

［レスリング部］�

湯元健一�

（体育学科4年）�

05年、フリースタイル60kg級の日本代表を決める全日本選抜で湯元君は初優勝し、学生ではただ一
人の代表として同年の世界選手権出場を果たした。さらに、同年末の全日本選手権でも初の日本一
に輝く。幼少の頃からの目標を2つ実現した今、次なる目標は北京五輪だ。今後の活躍が期待される
湯本君に、世界選手権の感想や主将としての思いを語ってもらった。�
�

本年6月14日～17日、2年に1度の世界学生選手権大会がスロバキアで開催され、田熊紘子さんが
見事金メダルに輝いた。田熊さんは、あのアテネ五輪の銀メダリストで本学助教授の山本博先生の
教え子である。この大会での優勝の勢いに乗って、10月の全日本選手権での優勝と北京五輪への出
場を目指す彼女の素顔に迫った。�

【PROFILE】●ゆもと  けんいち●�
1984年生まれ。和歌山県立和歌山工業高校出身�
レスリング部主将�
身長165cm、フリー60kg級�
高校時代の01年にアジア・カデット選手権４位、02年に全国高校選抜大会とインターハイで優勝。日体大
入学後、03年に東日本学生秋季新人戦優勝、04年にJOC杯ジュニアと東日本学生春季新人戦優勝、そし
てアジア・ジュニア選手権で銅メダルと力を伸ばす。同年、全日本選手権で３位に入賞し、05年冬の全日本
チームの欧州遠征に抜擢された。05年、明治乳業杯全日本選抜選手権で初優勝し、1年先輩の全日本王
者の小島豪臣とのプレーオフに勝ち、世界選手権出場を果たす。同年の全日本選手権大会で初の日本一
に輝く。�

【PROFILE】●たぐま  ひろこ●�
1985年生まれ。埼玉県私立大宮開成高校出身�
山本博先生の指導の下、高校時代からアーチェリーを始める。インターハイや国体に出場するも、団体優
勝（高校2年）は果たしたが、個人としては無冠の選手だった。大学入学後、才能を開花させ、2年生の時、
インカレ・インドアで準優勝。4年生の本年4月、世界学生選手権大会出場を決める選考会で代表に選ばれ
出場、初の国際大会ながら見事栄冠を勝ち取る。身長154㎝。�

世界の舞台を経験した今、�
目指すは五輪代表。�
�

―アーチェリーを始めた時期とキッカケを教えてください。�
田熊●弓の格好良さに惹かれ、高校に進学したらやりたいと思っていま
したが、弓道部がなくて、かわりにアーチェリー部に入部しました。アーチ

ェリーの「ア」の字も知らない私でしたが、山本博先生の熱意あるご指

導を仰ぎ、また、楽しい雰囲気の中で練習していくうちにアーチェリーの

魅力にはまっていきました。高校2年次のインターハイで団体優勝した時、

その喜びが衝撃的で、一生やめられないなと思いましたね。�
�

―進学先に日体大を選んだ理由は？�
田熊●美容系の専門学校に行くか、大学に進学してアーチェリーを続
けるか、すごく迷っていました。しかし、インターハイの舞台に立ったら、ア

ーチェリーを続けたい気持ちの方が大きくなり、もっと強く、上手くなりたい

という気持ちが生まれました。そして、山本博先生から「進学するなら、日

体大で鍛えてもらわないとダメだ！」と言われ、日体大に入学したわけです。��

―日体大に入学して、この３年半はいかがでしたか？�
田熊●高校は自由な校風でしたので、大学1・2年生の時は上下関係や
練習の厳しさに、正直、「何でこんなにキツイの？」と感じるほど参ってしま

いました。特に、夏合宿は普段の練習の数倍の練習量をこなし、自分の

限界を超える経験をしました。でも、それが土台になり、どんな大試合でも

あまり緊張せず、平常心で臨めるようになりました。この日体大での厳しさ

がなかったら、今回の世界学生大会での結果は出せなかったと思います。��
―今回の世界学生選手権大会で、見事優勝されたのですが、初の国際

大会はいかがでしたか？�
田熊●2年次の大会では、補欠で試合に出場できなかったので、今年4
月の選考会では学生として国際舞台に立てる最後のチャンスだと思い、

緊張感をもって臨みました。それまでは思うように結果が出ないことが多

かったのですが、もう後がないこの選考会でなんとか力を出せました。厳

しい練習で精神的に鍛えられ、強くなった結果だと思います。�

　決勝戦は観客数も多く、そんな国際大会の雰囲気は初めてでしたが、

自分でも驚くほど集中できました。相手のウクライナ選手がカチカチにな

って、体が硬くなっているのが分かったほど冷静だったと思います。1本

目を射った後、スコープで見たら、黄色の9点に入っていました。その後は

スコープを見ずにポンポン射っていきました。その時は、真ん中の黄色の

的しか視界に入らず、アナウンスさえ耳に入らないほどでした。最後の1

本を射るまで、どちらが勝っているか分からず、後ろを向いて弓を置こうと

した時、監督の「勝った！」と言う声が聞こえ、「えっ？本当に？」という感じ

でした。勝利の実感が湧いてきたのは、競技後のドーピング検査が終わ

ってからでした。��

―今後の目標や夢を聞かせてください。�
田熊●もちろん、北京五輪への出場が大きな夢ですが、そのためにも、
当面の目標は、10月の全日本選手権で優勝することです。ハードルは高

いですが、女子の出場枠は4つあり、選考会も幾つかあるので、何とか優

勝して夢を実現したいと思います。そして、アスリートとしても人間としても

まだまだ未熟で学ばなければならないことが多いですが、競技力を高め

人間的にも成長したら、恩返しとして、母校で後輩たちの指導に当たりた

いと考えています。��

―最後に、後輩へのメッセージをお願いします。�
田熊●日体大は、五輪メダリストや国際大会を経験した先生方、世界の
第一線で活躍するトップアスリートがたくさんいます。競技者としての心

構えやメンタルサポート、貴重な体験談などが聞けて、とてもプラスになり

ます。ぜひ、メダリストやトップアスリートからいろいろな話を聞いて、為に

なるものは貪欲に吸収してください。　�

（9月21日、横浜・健志台キャンパスにて）�

［アーチェリー部］�

田熊紘子�

（体育学科4年）�

その瞬間、静寂がおとずれ、�
自分と黄色の的しか�
存在していないように思えました。�
�

�

＜表紙を飾る＞�
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幾
多
の
球
史
に
残
る
名
選
手
を
輩
出
す
る
な
ど
、今
日
に

至
る
ま
で
日
本
野
球
界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
読
売
巨
人
軍
。

東
京
ド
ー
ム
の
カ
ク
テ
ル
光
線
を
受
け
活
躍
す
る
選
手
は
、多

く
の
野
球
少
年
に
と
っ
て
憧
れ
の
存
在
で
あ
る
。そ
ん
な
選
手

た
ち
を
陰
で
支
え
る
の
が
本
学
O�
B
の
白
坂
契
氏
で
あ
る
。�

　
「
こ
の
仕
事
は
成
功
の
方
程
式
の
よ
う
な
も
の
が
な
い
こ
と

が
魅
力
で
あ
り
、ま
た
難
し
さ
で
も
あ
り
ま
す
。
完
璧
に
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
を
整
え
た
選
手
が
結
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
り
、そ
の
逆
も
あ
っ
た
り
し
ま
す
か
ら
」
と
仕
事
の
悲
喜
を

語
る
。
大
学
卒
業
後
は
約
二
年
半
、中
学
校
教
諭
を
務
め
た
。

そ
の
後
は
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
関
係
の
会
社
へ
転
職
す
る
。「
も
ち

ろ
ん
仕
事
内
容
は
違
い
ま
す
が
、人
と
接
し
、指
導
す
る
仕
事

で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
そ
の
頃
の
経
験
は
今
の
仕
事

に
も
活
か
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
。
プ
ラ
イ
ド
の
塊
と
も

言
え
る
プ
ロ
野
球
選
手
へ
接
す
る
術
は
そ
の
頃
に
培
わ
れ
て
い

た
の
か
も
し
れ
な
い
。�

　
打
撃
や
守
備
の
技
術
系
コ
ー
チ
と
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト
を

行
う
ト
レ
ー
ナ
ー
の
間
で
選
手
た
ち
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
チ
ェ

ッ
ク
し
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
を
組
み
立
て
る
こ
と
が
、白
坂

氏
の
主
な
仕
事
で
あ
る
。「
ど
う
し
た
ら
そ
の
選
手
が
１
０
０

%
の
力
を
発
揮
で
き
る
の
か
。
画
一
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導

で
は
上
手
く
い
き
ま
せ
ん
。
成
功
の
鍵
と
な
る
の
は
選
手
や
他

の
ス
タ
ッ
フ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

と
選
手
本
位
の
目
線
を
第
一
に
仕
事
へ
取
り
組
ん
で
い
る
。�

　
プ
ロ
野
球
界
へ
の
誘
い
は
突
然
だ
っ
た
。「
知
人
が
当
時
千

葉
ロ
ッ
テ
の
監
督
だ
っ
た
山
本
功
児
さ
ん
を
紹
介
し
て
く
れ
た

の
で
す
。
最
初
に
会
っ
た
と
き
に
何
か
感
じ
る
も
の
が
あ
り
ま

し
た
ね
。
そ
れ
は
巨
人
へ
誘
わ
れ
た
と
き
の
原
監
督
も
同
じ
。

何
か
を
決
断
す
る
と
き
は
仕
事
を
一
緒
に
す
る
人
の
持
っ
て
い

る
パ
ワ
ー
み
た
い
な
も
の
を
僕
は
信
じ
ま
す
」
と
人
と
接
す
る

仕
事
で
の
”秘
訣
“を
教
え
て
く
れ
た
。ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
チ

と
な
っ
て
6
年
が
経
過
し
た
が
「
今
も
勉
強
で
す
よ
。
慣
れ
た

と
い
う
こ
と
は
な
い
で
す
ね
。
年
齢
が
増
え
た
だ
け
で（
笑
）選

手
と
の
ス
タ
ン
ス
や
学
ぶ
意
欲
み
た
い
な
も
の
に
変
化
は
な
い

で
す
ね
」
。�

　
２
０
０
５
年
シ
ー
ズ
ン
は
千
葉
ロ
ッ
テ
で
日
本
一
に
輝
い
た
。

「
も
ち
ろ
ん
巨
人
で
も
同
じ
喜
び
を
味
わ
い
た
い
で
す
よ
ね
。

選
手
た
ち
が
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
か
け
て
く
れ
る
瞬
間
は
何

に
も
変
え
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
か
ら
」
。２
０
０
６
年

シ
ー
ズ
ン
は
悔
し
さ
の
連
続
だ
っ
た
が
、そ
の
リ
ベ
ン
ジ
に
早
く

も
燃
え
て
い
る
。�

　
今
後
の
人
生
設
計
に
つ
い
て
。「
何
を
す
る
に
し
て
も
ス
ポ

ー
ツ
の
世
界
で
生
き
て
い
た
い
と
思
い
ま
す
ね
。
夢
は
セ
ン
タ
ポ

ー
ル
に
日
の
丸
を
掲
げ
る
こ
と
。
野
球
で
も
他
競
技
で
も
い
い

の
で
す
が
世
界
一
を
経
験
し
た
い
」
。�

　
日
体
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
、「
”よ
く
学
び
、よ
く
遊
べ
“で

す
か
ね
。
大
学
と
い
う
と
こ
ろ
は
、今
に
な
っ
て
思
う
と
、”人

生
の
目
次
“を
知
る
場
所
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
数
あ
る

目
次
の
中
で
、自
分
が
何
を
学
び
た
い
の
か
を
見
つ
け
る
と
こ

ろ
。そ
の
た
め
に
は
勉
強
だ
け
で
な
く
た
く
さ
ん
の
人
と
接
し

て
、色
々
な
考
え
方
を
吸
収
す
る
こ
と
も
大
事
で
し
ょ
う
」
。

社
会
生
活
や
”仕
事
“を
す
る
上
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

大
事
さ
を
白
坂
氏
の
言
葉
は
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
た
。�

（
9
月
30
日
、東
京
ド
ー
ム
に
て
）�

1961年千葉県生まれ。�
松戸南高校から本学体育学科へ進学、大学時代は1時間半かけて通学していた。当時の体育調査研究部に所属。卒業後は中学校教諭、リボーンスポーツシステム、ヘルスパークを経て
2000年秋から千葉ロッテマリーンズのコンディショニング担当コーチに就任。2005年にはチームの日本一、アジア制覇に貢献。2006年シーズンから読売巨人軍へ。キャンプ中は選手の
体作りを中心に行い、シーズンに入ると主にコンディション維持を担当する。チームのスケジュールとともに行動するため「シーズン中の休みは月に1～2回」とのことで家族サービスは、
「12月にまとめてする」。学生時代の思い出は冬休みに入ると越後湯沢で泊り込みのバイトをしながらスキー三昧したこと。現在の趣味はDVD鑑賞。�

白坂 契�
1985年3月体育学科卒業�

読売巨人軍・トレーニングコーチ�

高山 樹里さん�
1999年3月体育学科卒業�

株式会社豊田自動織機　広報部�
シドニー／アテネの五輪メダリスト�

い
つ
か
は
世
界
一
を
経
験
し
た
い
。
答
え
の
な
い
仕
事
で
の
奮
闘
は
続
く�

しらさか  ひさし�★�

　
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
初
め
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
正
式
種
目
と

な
っ
た
96
年
ア
ト
ラ
ン
タ
大
会
。
そ
の
記
念
す
べ
き
大
会
の
初

戦
で
開
幕
投
手
を
務
め
た
の
は
、日
本
代
表
チ
ー
ム
最
年
少

の
高
山
樹
里
さ
ん
で
あ
っ
た
。「
五
輪
と
い
う
大
舞
台
で
、き
れ

い
に
整
備
さ
れ
た
マ
ウ
ン
ド
に
立
っ
た
時
、鳥
肌
が
立
ち
ま
し

た
ね
。プ
レ
イ
ボ
ー
ル
の
コ
ー
ル
が
か
か
っ
て
も
、自
分
が
こ
こ
で

投
げ
て
も
本
当
に
い
い
の
か
と
思
い
ま
し
た
」
。こ
の
大
会
で
、

高
山
投
手
は
物
お
じ
し
な
い
堂
々
と
し
た
ピ
ッ
チ
ン
グ
で
3
勝

を
挙
げ
る
が
、日
本
は
惜
し
く
も
メ
ダ
ル
を
逃
し
た
。
以
来
、シ

ド
ニ
ー
大
会
、ア
テ
ネ
大
会
と
連
続
で
出
場
。
シ
ド
ニ
ー
大
会

で
は
、エ
ー
ス
と
し
て
先
発
・
抑
え
に
活
躍
し
、銀
メ
ダ
ル
獲
得

の
原
動
力
と
な
る
最
多
の
5
勝
を
挙
げ
、通
算
8
勝
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
を
樹
立
し
て
い
る
。�

　
高
山
投
手
の
ボ
ー
ル
の
ス
ピ
ー
ド
は
90
㎞
前
後
。１
０
０
㎞

を
超
え
る
速
球
派
が
主
流
を
占
め
る
世
界
の
中
に
あ
っ
て
強

打
者
を
打
ち
取
れ
る
の
は
、高
山
投
手
の
代
名
詞
で
あ
る
ラ

イ
ズ
ボ
ー
ル
と
絶
妙
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

の
ピ
ッ
チ
ン
グ
の
基
礎
を
築
き
、ラ
イ
ズ
ボ
ー
ル
を
修
得
し
た

の
は
、高
校
時
代
と
い
う
。「
藤
原
監
督（
現
レ
オ
パ
レ
ス
21
監

督
）か
ら
”こ
れ
か
ら
は
ラ
イ
ズ
の
時
代
に
な
る
“と
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、持
ち
球
は
ド
ロ
ッ
プ
系

の
球
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
な
い
速
球
だ
け
で
し
た
」
。ス
ピ
ー
ド

を
捨
て
、コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
ラ
イ
ズ
ボ
ー
ル
の
投
手
に
変
わ
っ
た

高
山
さ
ん
は
、以
後
、そ
れ
を
極
め
る
た
め
に
黙
々
と
努
力
を

積
み
重
ね
て
き
た
。�

　
日
体
大
へ
の
進
学
は
、「
中
学
時
代
か
ら
日
体
大
以
外
は
考

え
て
い
な
か
っ
た
」
と
い
う
。
そ
し
て
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
で
は
、2

年
先
輩
の
松
島（
旧
姓
、持
田
）京
子
さ
ん
と
バ
ッ
テ
リ
ー
を
組

み
、コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
配
球
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。
さ
ら
に
、全

日
本
で
は
投
球
術
に
磨
き
を
か
け
た
。
高
山
さ
ん
が
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
を
始
め
た
の
は
小
学
1
年
生
の
時
。
近
所
の
人
に
誘
わ

れ
て
子
供
会
の
チ
ー
ム
に
入
っ
た
の
が
キ
ッ
カ
ケ
と
い
う
。
以

来
、22
年
間
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
人
生
に
な
る
が
、「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

は
自
分
を
表
現
し
、成
長
さ
せ
て
く
れ
る
場
所
」
と
語
る
。�

　
ま
さ
に
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
共
に
歩
ん
で
き
た
人
生
だ
が
、五

輪
に
3
大
会
連
続
出
場
し
て
も
、高
山
さ
ん
に
は
「
20
世
紀

に
金
メ
ダ
ル
を
忘
れ
て
き
た
」
と
い
う
思
い
が
あ
る
。し
か
し
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
北
京
五
輪
を
最
後
に
正
式
種
目
か
ら
外
れ

る
。
日
本
は
今
回
の
世
界
選
手
権
で
準
優
勝
し
、出
場
権
は

獲
得
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、数
々
の
大
舞
台
で
日
本
代
表
の
命

運
を
背
負
っ
て
投
げ
、勝
つ
こ
と
の
重
み
を
知
っ
て
い
る
高
山

さ
ん
の
存
在
は
貴
重
で
あ
る
。
高
山
さ
ん
に
は
、ぜ
ひ
と
も
出

場
し
て
、念
願
を
叶
え
て
ほ
し
い
。�

　
と
こ
ろ
で
、企
業
ス
ポ
ー
ツ
を
支
援
す
る
豊
田
自
動
織
機
で

は
社
員
の
一
体
感
を
高
め
る
た
め
、各
選
手
を
様
々
な
セ
ク
シ

ョ
ン
に
配
属
し
て
職
場
ぐ
る
み
で
応
援
す
る
シ
ス
テ
ム
を
取
っ

て
い
る
。
高
山
さ
ん
は
広
報
部
に
所
属
し
、自
社
Ｈ
Ｐ
を
使
っ

て
の
広
報
を
主
な
仕
事
に
し
て
い
る
。
そ
の
Ｈ
Ｐ
に
は
、好
き

な
言
葉
と
し
て
「
自
分
ら
し
く
」
と
あ
る
。
後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
し
て
、「
目
的
意
識
を
持
っ
て
学
生
生
活
を
送
っ
て
ほ
し

い
。
そ
し
て
、自
分
の
夢
を
実
現
し
て
ほ
し
い
」
と
、常
に
、自

分
ら
し
く
あ
る
た
め
に
黙
々
と
努
力
し
て
き
た
高
山
さ
ん
ら

し
い
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。�

（
10
月
13
日
、株
式
会
社
豊
田
自
動
織
機
に
て
）�

��

1976年神奈川県生まれ。�
小学1年生からソフトボールを始め、埼玉栄高校時代はインターハイ3位、国体優勝の輝かしい成績を上げ、95年日体大に入学。1年生から世界ジュニア選手権（2位）など世界の舞台で活躍。96年、
2年生の時、2年先輩の持田京子捕手と共に、日本代表チーム最年少でアトランタ五輪出場、4位。98年、世界選手権3位、アジア大会準優勝。99年4月、株式会社豊田自動織機に入社、同年日本リ
ーグの投手部門で新人賞を受賞。00年シドニー五輪ではエースとして先発・抑えに活躍し、銀メダルに貢献（最多の5勝達成）。02年、世界選手権準優勝、アジア大会優勝。04年アテネ五輪では銅
メダル受賞。五輪での通算8勝は五輪記録。日本リーグでは完全試合を1試合、無安打無得点試合を1試合達成している。投手（右投・右打）。身長162cm�
柔道2段で、水泳・スキーも得意とする。趣味は料理。好きなアーチストは、平井堅、ゴスペラーズ、槙原敬之、ドリカム。好きな言葉は、「不真面目な優等生」「自分らしく」�
�

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
日
本
代
表
の
栄
光
と
共
に
歩
ん
だ
10
年
。
次
の
北
京
五
輪
も
目
指
す
。�

たかやま  じゅり�★�
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＜危険因子＞��
●高BMI�
●高血圧�
●高血糖�
●高中性脂肪血症�

2．  

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の�

　
　
診
断
基
準�

１． 
死
の
四
重
奏
と�

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム�

［図1］�

［必須項目］�
内臓肥満（ウエスト径）�
男性≧85cm�
女性≧90cm

血圧�
≧130/85mmHg

TG（中性脂肪）≧150mg/dL�
かつ／または�

HDL（善玉）コレステロール＜40mg/dL

空腹時血糖�
≧110mg/dL

必須項目に加えて、�
①～③の項目を2つ以上満たすと�
Metabolic Syndromeと診断�

［図2］�

①�

②�

③�

　
働
き
盛
り
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
突
然
死
や
過
労
死
の
原
因
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
の
が
心
筋
梗
塞
と
脳
卒
中
。
心
臓
や
脳
の
太
い
血
管
が
詰
ま
っ
た
り
、も
ろ
く

な
る
動
脈
硬
化
を
基
盤
と
し
て
発
症
す
る
生
活
習
慣
病
の
代
表
で
す
。こ
の
動
脈

硬
化
を
引
き
起
こ
す
危
険
因
子
と
し
て
問
題
視
さ
れ
て
い
る
の
が
「
死
の
四
重
奏
」

症
候
群
で
す
。
す
な
わ
ち
、肥
満
に
糖
尿
病
、高
血
圧
症
、高
脂
血
症
が
併
発
し
た

状
態
で
、こ
れ
ら
四
重
奏
が
そ
ろ
う
と
、そ
れ
ら
を
持
た
な
い
人
に
比
べ
て
心
筋
梗

塞
の
発
症
率
が
30
倍
以
上
に
急
上
昇
す
る
と
い
う
研
究
結
果
が
厚
生
労
働
省
よ

り
発
表
さ
れ
ま
し
た（
図
1
）。
さ
ら
に
、こ
れ
に
タ
バ
コ
を
吸
う
と
、「
死
の
五
重

奏
」
と
よ
ば
れ
、よ
り
一
層
危
険
性
が
高
ま
る
の
で
要
注
意
で
す
。�

　
図
1
は
企
業
で
働
く
12
万
人
を
対
象
に
行
わ
れ
た
調
査
で
す
が
、死
の
四
重
奏

を
構
成
す
る
危
険
因
子
が
1
つ
あ
る
人
は
心
筋
梗
塞
の
発
症
率
が
5
倍
に
、2
つ

あ
る
人
は
10
倍
、三
〜
四
重
奏
に
な
る
と
30
倍
以
上
に
上
昇
す
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
異
常
の
程
度
は
軽
く
て
も
、危
険
因
子
が
集
積
す
る

と
リ
ス
ク
が
う
な
ぎ
登
り
に
上
昇
す
る
た
め
、こ
の
よ
う
な
病
態
は
マ
ル
チ
プ
ル
・
リ

ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー
症
侯
群
と
呼
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、こ
れ
ら
の
異
常
の
基
盤
に

は
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
が
深
く
関
わ
り
あ
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、内
臓
脂

肪
症
侯
群
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、い
ず
れ
も
類
似
し
た
病
態
を
捉

え
て
い
る
の
で
、１
９

９
９
年
に
W�
H�
O（
世

界
保
健
機
関
）が
こ

れ
ら
の
呼
び
名
を
統

一
し
て
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
・

シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
代
謝

症
侯
群
）と
呼
ぶ
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。�

　
お
な
か
を
中
心

に
上
半
身
に
脂
肪
が
つ
く
「
リ
ン
ゴ
型
肥
満
」
は
圧
倒
的
に
男
性
に
多
く
み
ら
れ
ま

す
。一
方
、若
い
女
性
で
は
「
洋
ナ
シ
型
肥
満
」
と
い
っ
て
、お
尻
や
太
も
も
な
ど
の
下

半
身
を
中
心
に
脂
肪
が
つ
き
ま
す
。
さ
ら
に
、リ
ン
ゴ
型
肥
満
の
人
の
お
な
か
を
Ｘ

線
断
層
検
査（
Ｃ
Ｔ
検
査
）で
調
べ
て
み
る
と
、皮
膚
の
下
の
脂
肪
層
が
厚
い「
皮
下

脂
肪
型
肥
満
」
と
、お
な
か
の
な
か
の
内
臓
の
ま
わ
り
に
脂
肪
が
つ
い
た
「
内
臓
脂

肪
型
肥
満
」の
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。一
般
に
、女
性
に
は
皮
下
脂
肪
型

が
多
く
、男
性
に
は
内
臓
脂
肪
型
が
多
い
と
い
わ
れ
ま
す
が
、生
活
習
慣
病
と
関
係

が
深
い
太
り
方
は
、内
臓
脂
肪
型
で
あ
る
こ
と
が
分
っ
て
き
ま
し
た
。�

　
す
な
わ
ち
、内
臓
脂
肪
か
ら
は
生
活
習
慣
病
を
誘
発
す
る
多
彩
な
生
理
活
性

物
質（
サ
イ
ト
カ
イ
ン
）が
た
く
さ
ん
分
泌
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の

で
す
。こ
れ
ら
の
サ
イ
ト
カ
イ
ン
の
多
く
は
血
管
を
痛
め
、動
脈
硬
化
を
促
進
す
る

危
険
因
子
で
す
。
学
生
時
代
は
と
も
か
く
、社
会
人
に
な
る
と
内
臓
脂
肪
が
た
ま

り
始
め
、放
っ
て
お
く
と
徐
々
に
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
が
進
行
し
、気
づ
い
た

時
に
は
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
で
倒
れ
る
と
い
う
図
式
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
わ

け
で
す
。�

　
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
い
う
呼
び
名
を
提
唱
し
て
か
ら
、各
国

で
そ
れ
ぞ
れ
の
国
情
に
見
合
っ
た
診
断
基
準
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。日
本
で
は
２
０

０
５
年
４
月
に
、日
本
内
科
学
会
を
中
心
に
８
つ
の
医
学
会
の
合
同
委
員
会
か
ら
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
診
断
基
準（
図
２
）が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
診
断
基
準
の
特
徴
は
、内
臓
脂
肪
の
過
剰
蓄
積
を
診
断
の
「
必
須
項
目
」

に
し
た
点
で
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、お
へ
そ
の
位
置
の
ウ
エ
ス
ト
周
囲
径（
へ
そ
周

り
）が
、男
性
で
85
㎝
、女
性
で
90
㎝
を
超
え
る
と
、内
臓
肥
満
と
診
断
さ
れ
ま
す
。

へ
そ
の
レ
ベ
ル
で
撮
影
し
た
腹
部
Ｘ
線
断
層（
C�
T
）検
査
で
、内
臓
脂
肪
の
面
積

が
１
０
０
平
方
㎝
を
超
え
る
と
、生
活
習
慣
病
を
併
発
す
る
リ
ス
ク
が
明
ら
か
に

高
ま
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、こ
の
内
臓
脂
肪
の
面
積
１
０
０
平
方

㎝
に
対
応
す
る
へ
そ
周
り
が
、男
性
85
㎝
、女
性
90
㎝
と
い
う
基
準
値
に
な
っ
た
の

で
す
。
女
性
は
元
来
、内
臓
脂
肪
よ
り
も
皮
下
脂
肪
が
た
ま
り
や
す
い
の
で
す

が
、閉
経
後
に
女
性
ホ
ル
モ
ン
が
低
下
す
る
の
で
男
性
の
よ
う
に
内
臓
脂
肪
が
た

ま
っ
て
き
ま
す
。こ
こ
で
、男
性
と
同
程
度
に
内
臓
脂
肪
の
面
積
が
１
０
０
平
方
㎝

に
な
っ
た
時
に
は
、元
来
男
性
よ
り
も
皮
下
脂
肪
が
厚
い
分
、ウ
エ
ス
ト
周
囲
径
も

大
き
く
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
へ
そ
の
レ
ベ
ル
の
ウ
エ
ス
ト
周
囲
径
が
上
記
の
レ
ベ
ル
を
超
え
て
い
て
、高
血
圧
、空

腹
時
高
血
糖
、高
中
性
脂
肪
血
症
か
つ/

ま
た
は
低
H�
D�
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症

の
３
項
目
の
う
ち
２
項
目
以
上
が
該
当
す
る
と
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と

診
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。H�
D�
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
動
脈
硬
化
を
予
防
す

る
「
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
」で
す
が
、血
液
中
に
中
性
脂
肪
が
増
え
る
と
、H�
D�
L

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
逆
に
低
下
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、こ
の
両
者
は
１
つ
の
項
目
と
し

て
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
く
に
悪
玉
の
L�
D�
L
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
が
増
加
す
る
と
動
脈
硬
化
が
進
行
す
る
こ
と
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、こ
の「
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
」の
増
加
は
そ
れ
単
独
で
動
脈
硬
化
を
促
進
す
る

た
め
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
構
成
す
る
危
険
因
子
に
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ

ん
。�

　
こ
の
血
圧
、血
糖
、血
液
脂
質
に
関
す
る
基
準
値
は
、い
ず
れ
も
正
常
範
囲
を
わ

ず
か
に
超
え
た
レ
ベ
ル
に
設
定
さ
れ
て
い
る
点
が
み
そ
で
す
。い
わ
ゆ
る
、糖
尿
病
の

予
備
軍（
境
界
型
）と
か
境
界
域
の
高
血
圧（
正
常
高
値
血
圧
）と
い
う
よ
う
な
、明

ら
か
な
生
活
習
慣
病
を
発
症
す
る
前
の
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン（
予
備
軍
）の
人
た
ち
を
全

て
含
ん
で
い
る
点
こ
そ
が
最
も
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
す
。�

　
こ
れ
ら
の
生
活
習
慣
病
は
い
ず
れ
も
サ
イ
レ
ン
ト
キ
ラ
ー（
静
か
な
殺
し
屋
）と

呼
ば
れ
る
ほ
ど
、自
覚
症
状
に
乏
し
く
、症
状
が
出
て
き
た
時
に
は
も
う
病
気
が

か
な
り
進
行
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。で
す
か

ら
、「
ウ
エ
ス
ト
が
き
つ
い
」「
ベ
ル
ト
の
穴
が
ふ
え
た
」
と
い
う
症
状
こ
そ
、実
は
こ
れ

ら
の
生
活
習
慣
病
の「
初
発
症
状
」
と
い
う
わ
け
で
す
。
す
な
わ
ち
、サ
ッ
カ
ー
で
い

う
と
こ
ろ
の
、例
の
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
。
厚
生
労
働
省

の
発
表
に
よ
る
と
、現
在
40
〜
74�
歳
の
日
本
人
男
性
の
2
人
に
1
人
、女
性
の
5
人

に
1
人
が
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
か
そ
の
予
備
軍
で
、該
当
者
は
約
９
４
０
万

人
、予
備
軍
は
約
１
’０
２
０
万
人
に
も
な
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。�

��

　
皆
さ
ん
の
す
ぐ
身
近
に
あ
る
健
康
問
題
や
ス
ポ
ー
ツ
に

関
す
る
疑
問
に
焦
点
を
あ
て
て
、今
号
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。�

　
第
１
回
目
は
、豊
富
な
臨
床
医
経
験
を
基
に
し
た
肥
満

症
の
診
断
、治
療
、ダ
イ
エ
ッ
ト
指
導
に
絶
大
な
信
頼
と
実

績
を
持
つ
大
野
誠
教
授
か
ら
『
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
・
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
』に
つ
い
て
教
え
て
も
ら
い
ま
す
！�

�

お　お　　の　　　　　　　まこと�
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大
学
院
で
は
日
々
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
研
究
活
動
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、本
学
大
学
院
で
の
研
究
活
動
で
頻
繁
に

使
用
さ
れ
る
機
器
・
設
備
を
通
し
て
、本
学
に
て
展
開
さ
れ
る
研
究
活
動

を
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
第
7
回
目
は
、日
本
体
育
大
学
図
書

館
所
蔵
『
特
別
図
書
目
録
』（
１
９
８
７
年
）・『
稀
覯
書
目
録
』（
２
０
０
０

年
）に
つ
い
て
で
す
。�

�

　
本
学
図
書
館
が
、こ
れ
ま
で
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
や
そ
の
関
連
領
域
を
中
心

に
国
内
外
の
図
書
、学
術
雑
誌
、ビ
デ
オ（
D�
V�
D
）、マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、C�

D-

R�
O�
M
な
ど
を
日
々
収
集
し
、体
育
系
大
学
・
学
部
の
図
書
館
と
し
て

中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
蔵
書
の
質
・
量
と
も
に
屈
指
の
ス
ポ
ー
ツ
図
書
館
と
し
て
高
い
評
価
を
得

て
、本
学
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、他
大
学
の
学
生
・
研
究
者
、ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
方
々
に
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
う
し
て
長
年
に
わ
た
っ
て
蒐
集
さ
れ
て
き
た
図
書
館
の
蔵
書
の
中
に

は
国
内
で
、そ
し
て
世
界
的
に
も
貴
重
と
さ
れ
る
文
献
や
極
め
て
珍
し
い

図
像
史
料（
図
版
）な
ど
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
貴
重
書（
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
）は
、『
日
本
体
育
大
学
図
書
館
特
別
図
書
目
録
』（
１
９
８
７
年
）、

『
日
本
体
育
大
学
図
書
館
稀
覯
書
目
録
』（
２
０
０
０
年
）に
収
め
ら
れ
、重

要
な
研
究
情
報
と
し
て
我
々
に
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。い
ず
れ
も
、１
）ス
ポ

ー
ツ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー【
①
「
カ
ラ
ー
図
版
の
部
」
、②
「
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
図
版
の

部
」
、③
「
出
典
・
解
説
・
雑
感
」
】、２
）特
別
図
書（
稀
覯
書
）文
献
一
覧
か

ら
な
り
、そ
こ
に
は
１
５
０
０
年
代
か
ら
１
８
０
０
年
代
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
世
界
や
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
の
在
り
様
が
映
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。『
近
代

野
球
初
の
試
合
』（
１
８
６
５
年
）や『
イ
ギ
リ
ス
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
と
娯
楽
』

（
１
８
０
１
年
）、『
フ
ィ
オ
レ
ン
テ
ィ
ー
ノ
・
カ
ル
チ
ョ
の
回
想
』（
１
６
８
８
年
）、

さ
ら
に
は『
古
代
相
撲
図
』（
文
化
11�

 :
 

１
８
１
４
年
）、『
小
児
乃
遊
戯
』

（
明
治
34

 :
 

１
９
０
１
年
）な
ど
文
字
史
・
資
料
か
ら
は
十
分
に
得
る
こ
と
が

で
き
な
い
当
該
時
代
の
ス
ポ
ー
ツ
の
姿
を
こ
れ
ら
の
非
文
字（
図
像
）史
・
資

料
を
通
し
て
再
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。�

　
こ
れ
ら
の
目
録
は
、単
に
研
究
情
報
を
蓄
積
し
た
だ
け
の
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
本
学
が
誇
る
知
的
財
産（
文
化
的
資
産
）の
情
報
を
広
く
提

供
す
る
も
の
で
あ
り
、同
時
に
我
々
に
と
っ
て
精
神
的
な
拠
と
な
り
得
る
も

の
で
も
あ
る
の
で
す
。�

��

お
わ
り
に�

�

　
本
大
学
院
は
、三
大
学
院
交
流
事
業
、学
会
活
動
な
ど
、そ
の
成
果
を

幅
広
く
公
開
す
る
と
と
も
に
、競
技
活
動
現
場
へ
の
還
元
を
目
指
す
べ
く

日
々
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
本
学
は
も
ち
ろ
ん
他
大
学
か
ら
も
本
学
大
学

院
へ
の
受
験
を
広
く
歓
迎
い
た
し
ま
す
。�

�

シ
リ
ー
ズ�

　
本
誌
に
大
学
院
紹
介
が
始
ま
り
7
回
目
を
数
え
ま
す
。今
回
は
、

４
年
目
を
迎
え
る
日
本
体
育
大
学
大
学
院
、国
士
舘
大
学
大
学
院
、

日
本
女
子
体
育
大
学
大
学
院
の
三
大
学
院
交
流
事
業
、学
会
活
動

を
通
じ
た
本
学
大
学
院
の
状
況
を
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。シ
リ
ー
ズ
連

載
し
て
い
る
「
研
究
施
設
か
ら
み
た
大
学
院
に
お
け
る
研
究
活
動
」

で
は
、『
特
別
図
書
目
録
』
、『
稀
覯
書
目
録
』
を
紹
介
し
ま
す
。�

�
日
本
体
育
大
学
大
学
院
、国
士
舘
大
学�

大
学
院
、日
本
女
子
体
育
大
学
大
学
院�

の
交
流
事
業
に
関
し
て�

学
会
活
動
を
通
し
て
の
大
学
院
の�

活
動
報
告�

　
秋
は
体
育
科
学
の
分
野
に
お
け
る
学
会
が
盛
ん
に
開
か
れ
ま
す
。
学
会

は
、日
本
国
内
外
を
問
わ
ず
研
究
分
野
を
共
通
に
し
た
研
究
者
が
日
ご
ろ

の
研
究
活
動
を
発
表
し
、そ
の
成
果
に
関
し
て
評
価
あ
る
い
は
批
判
を
受

け
る
場
所
で
す
。
大
学
院
で
は
学
位
論
文
の
た
め
の
研
究
活
動
が
主
に
な

る
た
め
、学
会
参
加
お
よ
び
発
表
は
大
学
院
生
に
と
っ
て
は
欠
か
せ
な
い
も

の
と
い
え
ま
す
。�

　
本
学
大
学
院
か
ら
は
、現
在
国
内
外
あ
わ
せ
て
10
以
上
の
学
会
あ
る
い

は
研
究
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。�

　
以
下
に
、２
０
０
６
年
４
月
か
ら
10
月
ま
で
に
、本
学
大
学
院
よ
り
発
表

が
行
わ
れ
た
主
な
学
会
お
よ
び
そ
の
発
表
数
を
紹
介
し
ま
す
。�

　
そ
の
他
年
間
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
史
学
会
、日
本
ス
ポ
ー
ツ
人
類
学
会
、

日
本
生
理
学
会
、日
本
臨
床
ス
ポ
ー
ツ
医
学
会
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
科
学
研
究

会
、日
本
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
学
会
、国
際
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
学
会
な
ど
多

く
の
学
会
に
参
加
、発
表
し
て
い
ま
す
。�

＜国内学会＞��

○第１４回日本運動生理学会大会（２００６年７月２９～３０日、広島県）�

→本学大学院からの発表数：１題�

○第６０回日本体力医学会大会（２００６年９月２４～２５日、兵庫県）�

→本学大学院からの発表数：１２題�

○第５７回日本体育学会（平成１８年８月１８～２０日、青森県）�

→本学大学院からの発表数：１０題�
�

＜国際学会＞��

○American College of Sports Medicine ５３th Annual 　

　Meeting（２００６年５月３１日～６月３日、アメリカ合衆国）�

→本学大学院からの発表数：３題�

○Biochemistry of Exercise １３th International 　　�

　Conference（２００６年１０月２０～２３日、大韓民国）�

→本学大学院からの発表数：３題�

研
究
施
設
か
ら
み
た�

大
学
院
に
お
け
る
研
究
活
動
　�

そ
の
⑦
特
別
図
書
目
録
・
稀
覯
書
目
録�

　
現
在
、体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
関
連
分
野
の
研
究
は
、運
動
や
ス
ポ
ー
ツ

を
行
う
人
の
か
ら
だ
や
行
動
を
、自
然
科
学
、人
文
科
学
、社
会
科
学
を
ベ

ー
ス
に
し
な
が
ら
行
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
大
学
院
に
お
け
る
教
育
研
究

活
動
は
、こ
の
分
野
の
研
究
を
発
展
さ
せ
る
原
動
力
で
あ
り
、大
学
院
は
、

科
学
の
発
展
と
研
究
者
な
ら
び
に
高
度
な
専
門
的
能
力
を
持
つ
職
業
人

を
養
成
す
る
責
務
を
負
っ
て
い
ま
す
。
私
立
大
学
大
学
院
は
、そ
れ
ぞ
れ
特

色
の
あ
る
研
究
科
を
設
置
し
て
教
育
研
究
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

よ
り
成
果
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
分
野
が
連
携

し
て
活
動
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。そ
こ
で
、平
成
14
年
当
時
、

世
田
谷
区
に
拠
点
を
お
く
３
つ
の
体
育
系
大
学
の
学
長
が
会
し
、各
大
学

院
が
持
つ
知
的
資
源
を
共
有
し
、一
部
を
提
供
で
き
る
場
を
設
置
し
た
い
と

い
う
こ
と
か
ら
こ
の
交
流
事
業
を
発
足
し
ま
し
た
。
ま
た
、単
位
互
換
も

視
野
に
入
れ
、ま
ず
は
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
連
す
る
大
学
院
生
を
対
象
と

し
た
合
同
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、大
学
院
間
の
交
流
の
場
を
作
る
こ
と
を

目
的
と
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、国
士
舘
大
学
大
学
院
、日
本
女
子
体
育
大

学
大
学
院
そ
し
て
日
本
体
育
大
学
大
学
院
の
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
関

連
三
大
学
院
交
流
事
業
」
と
し
て
合
同
研
究
発
表
が
始
ま
り
ま
し
た
。�

　
こ
の
事
業
は
、平
成
15
年
度（
平
成
16
年
3
月
）に
日
本
体
育
大
学
が

当
番
校
と
な
っ
て
「
第
1
回
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
関
連
三
大
学
院
合
同

研
究
発
表
会
」
を
開
催
し
、そ
の
後
は
第
２
回
を
日
本
女
子
体
育
大
学
、

第
3
回
を
国
士
舘
大
学
で
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
2
巡
目
と
な
る
今
年

は
、再
び
本
学
で
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。テ
ー
マ
は
「
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
お
よ
び
コ
ー
チ
が
学
ぶ
大
学
院
の
現
状
と
展
望
」
と
題
し
て
、日
体

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
期
間
中
の
11
月
4
日（
土
）に
行
い
ま
す
。
当
日
は
、大
学
院

生
と
し
て
研
究
に
励
ん
で
い
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
や
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の

素
顔
も
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。三
大
学
の
大
学
院
生
や
本
学
の

学
生
だ
け
で
な
く
、日
体
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
訪
れ
る
地
域
の
皆
様
に
も
是

非
ご
参
加
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、今
後
も
益
々
活
気
の
あ
る

交
流
事
業
と
し
て
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。�

�

本学図書館所 蔵『特別図書目録』（1987年）、『稀覯書目録』（2000年）�

き
　
こ
う�

第1回研究発表会の様子�

大韓民国で行われた学会の様子�



シリーズ�
研究最前線�

�

シリーズ�
研究最前線�

�

　
Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
関
）が
「A

ctive Living

（
生
き
生
き
し
た
生
活
を
）」
を
１
９
９
７

年
に
提
唱
し
た
よ
う
に
、生
活
の
現
代
化
の
な
か
で
子
ど
も
た
ち
も
身
体
活
動
の
機
会
が
減

り
、体
力
・
運
動
機
能
の
低
下
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
体
力
の
低
下
は
健
康
上
だ
け
で
な
く
、

我
が
国
の
国
際
的
競
争
力
の
向
上
と
い
う
面
か
ら
み
て
も
由
々
し
き
問
題
で
す
。
様
々
な
対

策
が
と
ら
れ
て
い
る
中
で
の
低
下
だ
け
に
、有
効
な
対
策
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
体
育
・
ス

ポ
ー
ツ
界
に
指
導
者
を
輩
出
し
て
い
る
本
学
の
責
務
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
し
体
育
研
究
所
で
は
、本
年
度
よ
り
子
ど
も
の
体
力
・
運
動
能
力

の
向
上
と
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
に
つ
い
て
、本
学
教
員
21
名
を
中
心
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究

を
始
め
ま
し
た
。�

　
社
会
的
な
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、本
学
の
強
み
を
生
か
し
た
「
さ
す
が
日
体
大
」「
日
体
大
の

真
似
は
で
き
な
い
」
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
日
体
大
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
ま
す
の
で

成
果
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。�

�

　
こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
一
層
の
深
化
を
図
る
べ
く
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
留
学
し
て
い
る
伊
藤
雅
充
講
師
の
近
況
報
告
で
す
。�

体
育
研
究
所
に
お
け
る�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究�

�

実
験
室
か
ら
フ
ィ
ー
ル
ド
へ�

体
育
研
究
所
　
専
任
所
員
　

伊
藤
　
雅
充
　
講
師�

series 01

体育研究所長�
教授�

西條　修光�

子どものトレーニングの様子�

01

　
現
在
で
は
ス
ポ
ー
ツ
科
学
は
ス
ポ
ー
ツ
の
競
技
力
向
上

に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
ま
で
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。ひ
と
口
に
ス
ポ
ー
ツ
科
学
と
い
っ
て
も
学
問
的
に
は

実
に
様
々
な
領
域
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
が
、私
は
特
に

バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
、運
動
生
理
学
的
な
立
場
で
、実
験
室

的
研
究
と
現
場
的
研
究
の
両
側
面
か
ら
競
技
力
向
上
を

考
え
て
い
ま
す
。�

　
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
全
日
本
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
の
ア
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。ス
ポ
ー
ツ

科
学
を
活
用
し
、①
個
人
の
動
作
の
特
徴
を
つ
か
む
、②

組
織
と
し
て
の
動
き
の
特
徴
を
つ
か
む
、③
全
体
の
特
徴

を
漠
然
と
つ
か
む
、と
い
う
3
つ
の
観
点
か
ら
デ
ー
タ
収
集
、

分
析
、フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
た
。こ
の
活
動
を
通
し

て
、”チ
ー
ム
と
し
て
の
能
力
“も
大
切
で
す
が
、や
は
り
ま

ず
は
”個
人
の
能
力
“を
向
上
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

強
く
感
じ
ま
し
た
。
特
に
”動
き
の
中
で
い
か
に
最
適
な
力

を
発
揮
す
る
か（
＝
パ
ワ
ー
発
揮
）
“と
い
う
能
力
を
向
上
さ

せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。�

　
実
験
室
的
研
究
と
し
て
、こ
れ
ま
で
超
音
波
法
を
用
い

て
ヒ
ト
の
動
き
を
生
み
出
す
動
力
源
で
あ
る
筋
・
腱
複
合

体
の
ふ
る
ま
い
に
つ
い
て
の
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
筋

線
維
が
太
い
と
筋
力
発
揮
に
有
利
で
、筋
線
維
が
長
い
と

筋
収
縮
速
度
増
加
に
有
利
な
の
で
す
が
、筋
に
は
様
々
な

形
状
が
あ
り
、力
や
動
き
の
伝
達
を
理
解
す
る
の
は
容
易

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
筋
の
力
や
動
き
は
腱

を
介
し
て
骨
に
伝
達
さ
れ
る
の
で
、腱
の
働
き
も
非
常
に

重
要
で
す
。
腱
は
い
わ
ゆ
る
バ
ネ
的
特
性
を
有
し
て
お
り
、

こ
の
特
性
を
う
ま
く
使
い
、筋
と
腱
を
ひ
と
つ
の
単
位
と
し

て
い
か
に
機
能
さ
せ
る
か
が
パ
ワ
ー
発
揮
の
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
に
な
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
研
究
を
通
し
て
、日
本
人
も
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
次
第
で
パ
ワ
ー
を
十
分
に
獲
得
で
き
る
は
ず
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。パ
ワ
ー
は
力
と
速
度
の
積
で
表
さ
れ
ま
す
。

負
荷
を
用
い
た
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
鍛
え
る
の
が

力
の
要
素
で
、獲
得
し
た
力
を
う
ま
く
使
う
た
め
の
動
き
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
必
要
で
す
。
力
を
つ
け
る
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
は
第
二
次
性
徴
期
以
降
に
開
始
す
る
の
が
良
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、動
き
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
神
経
系
の
発
達
が
顕
著

な
時
期
で
あ
る
第
二
次
性
徴
期
以
前
に
行
っ
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
の
運
動
経
験
、こ
れ
が
後
の
競

技
力
向
上
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。�

　
子
ど
も
の
体
力
・
運
動
能
力
が
低
下
し
て
き
て
い
る
と
い

う
報
告
が
多
く
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
非
常
に
残
念
で
す
。

指
導
者
を
多
く
輩
出
し
て
い
る
日
体
大
と
し
て
も
、こ
の
問

題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
行
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

私
も
子
ど
も
を
対
象
に
将
来
の
パ
ワ
ー
発
揮
に
つ
な
が
る
よ

う
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
小
学
生

テ
ニ
ス
選
手
を
対
象
に
1
日
30
分
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
14
週
間
行
っ
た
研
究
で
は
、筋
力
系
は
あ
ま
り

向
上
が
見
ら
れ
な
い
の
に
対
し
、フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

中
心
と
し
た
敏
捷
性
の
項
目
と
持
久
系
の
能
力

に
は
大
き
な
向
上
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
は
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
種
類
、強
度
、頻
度
、ピ
リ
オ
ダ
イ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
等
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
し
く
調
査
し
て
い

く
予
定
で
す
。�

　
と
こ
ろ
で
、私
は
現
在
大
学
の
学
外
研
修
制
度

を
利
用
し
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ア
デ
レ
ー
ド
に
あ
る

South A
ustralian Sports Institute

（SA
SI

）

に
来
て
い
ま
す
。SA

S
I

の
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
門
は

大
き
く
生
理
学
、バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
、心
理
学
、パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
分
析
、ス
ト
レ
ン
グ
ス
＆
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ニ
ン
グ
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
医
学
や
栄
養

学
サ
ポ
ー
ト
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
分

析
セ
ク
シ
ョ
ン
で
は
映
像
を
編
集
し
た
り
、ゲ
ー
ム
分
析
を
行

っ
た
り
と
、私
が
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
行
っ
た
ア
ナ
リ
ス
ト

の
よ
う
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。SA

S
I

に
は
各
種

目
の
コ
ー
チ
も
所
属
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
自
転
車
や
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
等
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て

い
ま
す
。
私
は
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
の
担
当
と
し
て
科
学
的
サ
ポ
ー

ト
を
行
っ
て
い
く
予
定
に
な
っ
て
お
り
、そ
の
方
法
論
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
ス
ポ

ー
ツ
タ
レ
ン
ト
発
掘
の
先
進
国
で
あ
り
、SA

SI

で
も
積
極
的

に
タ
レ
ン
ト
発
掘
を
行
っ
て
い
ま
す
。SA

S
I

で
の
活
動
を
始

め
て
も
う
少
し
で
2
ヵ
月
に
な
り
ま
す
が
、や
っ
と
雰
囲
気

に
慣
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
あ
と
、10
ヵ
月
で
で
き
る
だ
け

多
く
の
こ
と
を
吸
収
し
、帰
国
後
、学
生
に
対
し
て
私
の
経

験
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

�
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■アーチェリー 世界学生選手権大会 男子リカーブ団体 日本8位 小野剛輝　
女子個人優勝 田熊紘子　

関東学生リーグ 女子優勝
全日本学生東日本大会 男子優勝 森下一磨　

女子優勝 早川浪　
女子2位 村田明日香　
女子3位 谷口雅子　

関東学生個人選手権 女子優勝　 早川浪　
全日本学生個人選手権 女子優勝　 村田明日香　

■ウエイトリフティング 全日本学生選抜重量挙げ選手権 女子48キロ級　優勝 久保田佳乃　
■カヌー 全日本学生カヌー選手権 男子カヤックペア1000メートル　優勝 日野誉之、平山太一　

男子カナディアンペア1000メートル　3位 阿部公貴、宮川浩幸　
男子カヤックフォア1000メートル　優勝 日野誉之、濱口洋輔、平山太一、芦野貴士　
男子カヤックリレー　優勝 日野誉之、高橋怜也、堀米真平、濱口洋輔　
男子カナディアンフォア1000メートル　3位 阿部公貴、宮川浩幸、高橋正利、八鍬優太　
男子カナディアンリレー　3位 阿部公貴、宮川浩幸、高橋正利、荒井信博　
男子カナディアンシングル10000メートル　3位 高橋正利　
男子カナディアンペア10000メートル　優勝 阿部公貴、宮川浩幸　
男子総合　2位
女子カヤックシングル500メートル　3位 濱野早紀　
女子カヤックペア500メートル　優勝 濱野早紀、藤田菜穂　
女子カヤックフォア500メートル　優勝 濱野早紀、藤田菜穂、佐藤真咲、森本智恵　
女子カヤックリレー　優勝 濱野早紀、藤田菜穂、橋本夏美、森本智恵　
女子総合　優勝

日本レーシング選手権 女子カヤックペア200メートル　優勝 濱野早紀、藤田菜穂　
■柔道 ロシアジュニア国際大会 男子66キロ級　優勝 青木勇介　

ドイツジュニア国際大会 男子66キロ級　優勝 青木勇介　
■少林寺拳法 少林寺拳法関東学生大会 男子三段以上の部　優勝 平田壮悟、安東雅喬　

男子単独有段の部　優勝 安東雅喬　
男子単独段外の部　優勝 渋谷雄生　
女子三人掛けの部　優勝 中西順子、橋本佳織、中山真澄　
女子団体の部　優勝

■水泳（競泳） 日本選手権 女子50メートル平泳ぎ　2位 中村沙耶香　
女子200メートル個人メドレー　3位 森下愛子　
女子100メートル平泳ぎ　3位 中村沙耶香　

日本学生選手権 女子200・400メートル個人メドレー　優勝 森下愛子　
■水泳（水球） 日本選手権 男子優勝　 全日体大

全国女子大会 女子3位 日体クラブ　
男子ジュニア・国際大会 男子2位（日本） 大平大貴、染谷将利、安田陽一、松本宗、山中大輝　
ワールドリーグ 男子準決勝ラウンド進出 大島仁、原口泰博、柳瀬浩喜、西栫尚史　
関東学生リーグ 男子優勝　
日本学生選手権 男子優勝　

■水泳（飛び込み） 室内選抜競技大会 男子シンクロナイズド高飛び込み　優勝　 狩野友昭、桜井薫　
日本学生選手権 男子3メートル板飛び込み　優勝 江川克彦　

男子高飛び込み　優勝 江川克彦　
男子学校対抗　優勝

■スキー FIS野沢温泉カップ 女子大回転　3位　 星瑞枝　
女子回転　優勝 星瑞枝　

■相撲 全国大学選抜宇佐大会 団体　2位
東日本学生相撲個人体重別選手権 75キロ未満　優勝 中島大志　

85キロ未満　優勝 長澤孝治　
135キロ未満　優勝 池田明優　

全国選抜社会人学生弘前大会 個人　3位 宮本泰成　
全日本大学選抜十和田大会 個人　2位 宮本泰成　
全国学生個人体重別選手権 85キロ級未満　優勝 長沢孝治　

115キロ級未満　優勝 伊東良　
世界選手権 男子軽量級　優勝 長沢孝治　

■ソフトテニス 関東オープンソフトテニス大会 一般女子決勝　優勝 小野有紀、工藤育美　
関東学生リーグ 男子優勝
関東学生選手権 男子シングルス　優勝 稲積京之介　

女子ダブルス　優勝 澤邊好美、田中ちひろ
女子シングルス　優勝　 小野有紀　

全日本大学王座決定戦 男子優勝
東日本大学対抗大会 男子優勝
東日本学生シングルス選手権 男子優勝　 吉岡翔太　
関東学生新進大会 男子優勝 稲積京之介、日野智章　

女子優勝 澤邊好美、田中ちひろ
■ソフトボール 全日本大学選手権 女子2位
■体操競技 環太平洋選手権 男子団体総合　優勝

男子個人総合　4位、平行棒　2位 森赳人　
男子鉄棒　3位 水鳥一輝　

全日本学生体操競技選手権 男子団体総合　優勝
男子個人総合　優勝 青山人士　
男子個人総合　2位 水鳥豪敏　
男子個人総合　3位、平行棒　優勝 水鳥一輝　
男子ゆか　優勝 沖口誠　
女子団体総合　優勝
女子個人総合優勝、跳馬・平均台・ゆか優勝 溝口絵里加　
女子平均台　優勝 田中理恵　

国民体育大会（兵庫） 男子団体総合　優勝 沖口誠、中島立貴　
男子団体総合　2位 水鳥一輝、水鳥豪敏　
女子団体総合　優勝 垣谷真理子　

世界選手権 男子団体総合 日本3位 森赳人　
男子種目別　平行棒7位、鉄棒6位 森赳人　
女子団体総合予選 日本12位 溝口絵里加　

■トライアスロン 全日本大学潮来大会 大学選抜男子の部・優勝
日本学生選手権 男子2位 若杉摩耶文　
日本学生チームタイムトライアル選手権 男子優勝 中野弘敬、若杉摩耶文、小野友行　

■トランポリン アジア大会プレ大会 男子優勝 外村哲也　
東日本選手権大会 男子優勝　個人、シンクロ 坂本鷹志　

女子優勝　個人 高橋香織　
全日本学生選手権 男子団体優勝、対抗戦優勝 岡本翼、濱和博、坂本鷹志、藤池亮太　
ワールドカップ 男子第8戦 シンクロナイズド　優勝 外村哲也　

■軟式野球 東都大学春季リーグ 男子優勝
全日本大学女子選手権 優勝　
東都大学秋季リーグ 男子優勝

■バスケットボール 関東大学選手権 女子優勝
■バドミントン 関東学生春季リーグ 女子優勝

東日本学生選手権 男子シングルス　優勝 遠藤大由　
女子シングルス　優勝 伊東可奈　

関東学生秋季リーグ 女子優勝　
■バレーボール 関東大学春季リーグ 男子2部 優勝（1部リーグ昇格）
■フェンシング 関東学生春季リーグ 女子エペ　優勝

日本学生王座決定戦 男子エペ　4位
女子フルーレ　2位　
女子エペ　3位

関東学生秋季リーグ 女子エペ団体　優勝
■ボート 全日本軽量級選手権 男子ダブルスカル　優勝 西川勝也、平松宏隆　

全日本大学選手権 男子かじなしフォア　優勝
■陸上競技 関東学生対校選手権 男子棒高跳び　優勝 柏木俊介　

女子1500メートル　優勝 須黒美沙子　
女子800メートル　優勝 岸川朱里　
女子1600メートルリレー　優勝 吉牟田佳奈、楠美香奈、平山智佳子、岸川朱里　
女子七種競技　優勝 横田美帆　

日本学生対校選手権 男子棒高跳び　優勝 柏木俊介　
男子総合　7位
女子七種競技　優勝 横田美帆　
女子総合　3位

日本ジュニア陸上競技選手権 女子800メートル　3位 橋本ゆか　
アジアジュニア選手権 男子400メートル障害　4位 木村大輔　
大邱国際大会 女子3位　 岸川朱里　

■陸上競技（駅伝） 日本学生対抗選手権大会 男子10000メートル　優勝 北村聡　
陸上日本選手権 男子5000メートル　2位 北村聡　
日本ジュニア陸上競技選手権 男子5000メートル　3位 森賢大　
アジアジュニア選手権 男子10000メートル　5位 森賢大　
世界ジュニア選手権 男子5000メートル　18位 森賢大　
出雲全日本大学駅伝 男子4位 鷲見知彦、森賢大、保科光作、石谷慶一郎、竹下正人、北村聡　

■レスリング 東日本学生リーグ戦 男子優勝
全日本学生選手権 男子グレコローマン　60キロ級　優勝 北岡秀王　

男子グレコローマン　66キロ級　優勝 藤山慎平　
男子グレコローマン　74キロ級　優勝 小枝正典　
男子フリースタイル　60キロ級　優勝 湯元健一　

全日本学生王座決定戦 男子3位　
国民体育大会（兵庫） 男子フリースタイル　60キロ級　優勝 湯元健一　

男子グレコローマン 60キロ級　優勝 北岡秀王　
男子グレコローマン 96キロ級　優勝　 斎川哲克　

全日本大学グレコローマン選手権 男子60キロ級　優勝 北岡秀王　
男子総合　2位

■シンクロナイズドスイミング ワールドカップ 女子フリーコンビネーション　日本2位 藤森麗子　

クラブ名　　　　　　　 大会名　　　　　　　　　　　　　　　結果　　　　　　　　　　　　　　 氏名
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教育活動等支援事業リポート�

クラブ・サークル単位に�
キャリア形成支援を実施�

「教員採用試験直前対策」参加者の�
34.5％が１次試験突破�

第１８回出雲全日本大学選抜駅伝競走　�

本学結果は第４位！�
平成１８年１０月９日（月）出雲大社正面�

鳥居前→出雲ドーム間　６区間（４４ｋｍ）�

たくさんの応援ありがとうございました。�
�

　今後の大会のご案内��
第３８回全日本大学駅伝対校選手権大会　�
２００６年１１月５日（日）　８時１０分スタート�
熱田神宮西門前～伊勢神宮内宮宇治橋前　８区間（１０６．８Km）�
テレビ放映：テレビ朝日系列　８時００分～１３時４０分��
第８３回東京箱根間往復大学駅伝競走�
２００７年１月２日（火）、３日（水）�
８時００分スタート�
東京・読売新聞東京本社前～箱根・芦ノ湖間�
往路５区間（１０８．０Km）、復路5区間（１０９．９Km）�
テレビ放映：日本テレビ系列　７時００分～１４時０５分（復路１４時２０分）�

■応援のお願い�

上記の大会における日体大応援ポイント等は後日ホームページに掲

載します。�

母校の誇りを胸に疾風のごとく駆け抜ける選手諸君に熱い応援宜しく

お願いします。�

�

駆け抜けろ！日体大�

06上半期ニュース�

●11月以降のキャリア教育支援行事�

上�

区　分�

■日本体育大学女子短期大学部�

1　年� 2　年�

体　　育　　科�

幼児教育保育科�

保　　育　　科�

合　　　　　計�

137�

55�

�

192

139�

�

69�

208

合　計�

276�

124�
�

400

区　分�

（      ）は女子内数�

1　年� 2　年� 3　年� 4　年� 合　計�

787 �

175 �

131 �

174 �

1,267 �

16 �

42 �

7 �

49 �

�

（185）�

（74）�

（38）�

（45）�

（342）�

（3）�

（7）�

（2）�

（9）�

�

784 �

182 �

124 �

160 �

1,250 �

�

38 �

7 �

45 

（186）�

（73）�

（26）�

（30）�

（315）�

�

（6）�

（1）�

（7）�

�

840 �

187 �

121 �

191 �

1,339 �

�

�

10 �

10 

（215）�

（90）�

（34）�

（62）�

（401）�

�

�

（2）�

（2）�

�

936 �

186 �

129 �

197 �

1,448 �

�

�

�

�

（247）�

（94）�

（32）�

（56）�

（429）�

�

�

�

���

3,347 �

730 �

505 �

722 �

5,304 �

16 �

80 �

24 �

104  �

�

（833）�

（331）�

（130）�

（193）�

（1487）�

（3）�

（13）�

（5）�

（18）�

■日本体育大学�

平成18年度在籍者数�

体 育 学 科 �

健 康 学 科 �

武 道 学 科 �

社 会 体 育 学 科 �

合 計 �

体 育 専 攻 科 �

大学院博士前期課程�

大学院博士後期課程�

大 学 院 　 合 計 �

キャリア教育支援課�

�

　大学の地域・社会貢献事業の一環として、本学と世田谷区教育委

員会との「教育活動等支援事業に関する覚書」により、10月17日（火）、

18日（水）、19日（木）世田谷区立総合運動場陸上競技場で行われた、

た、区立小学校全校（６４校）の6年生児童による『世田谷区立小学

校連合運動会』に本学の学生30名が各種目の記録、判定及び運営

全般の補助として参加した。競技に参加した児童、応援に来た保護

者及び教職員等大会関

係者に学生の機敏な活

動が大変好評であり、また、

参加した学生は「大変有

意義であった」と感想を述

べていた。（地域・社会貢

献推進委員会）�

　今年度から新たな試みとして、ク

ラブ・サークル単位に「キャリアデ

ザイン講座」を実施。練習や大会

などで、各種講座に参加できない

学生のキャリア形成支援が主な目

的である。�

　この「キャリアデザイン講座」では、

「働くとは」という基本的なことから

「就職活動の仕方」まで親身にな

って指導。進路が定まらず、将来

に不安を抱えたまま競技を続けて

いる学生にとっては、強い味方とな

る。�

　教員採用試験を直前に控えた７月、希望者を募り「川崎市青少年の家」で２泊３

日の勉強会を敢行した。その結果、参加学生29名中10名（34.5％）が、平成19年

度公立学校教員採用試験の１次試験を突破する実績をあげた。�

　キャリア教育支援課では毎年、「教員」に関する講座を数多く実施している。今

年度は、合宿形式で

も講座を行い、１つ屋

根の下で同じ目標を

もつ者同士が切磋琢

磨できる環境を提供。

参加した学生たちは、

３日間缶詰状態で勉

強に励み“さすが日

体生”という集中力

で最後の追い込みを

見せた。�

学務課�平成18年5月1日現在�
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